









Thomas R. H. Havens, Marathon Japan: Distance






































































































を描き出すことから始まる︒そのさい︑日本で人気のあるもうひとつの長距離走である駅伝にも絶えず言及する︒駅伝は大概十名以上の走者がたすきを渡して長距離を走り抜く競技であ ︒マラソンと駅伝を並置するこ により︑日本のマラソンランナーの記録が昨今頭打ちになっているのは︑日本では駅伝にあまりにもこだわりすぎているためではな か いう︑頻繁に論じられる話題へと読者の思索を向けているのかもしれない︒この議 の背後には︑企業や大学所属の長距離ランナーは駅伝をマラソンより優先させるため︑マラソンへの備えが十分 という広く行き渡ってい 見解がある︒長きにわたるこ 議論に対して 著者ヘイヴンズ教授 著名な駅伝指導者 コメントを引くこ で自説を提示しているように思える
︱︱
﹁外国人のマラソンランナー以上











主張してきており︑百年前には限定された大学で上級階級の男たちによって牛耳られていたスポーツが︑こうして完全に民主化されたのである﹂と書く時︑ヘイヴンズ教授は思想史家であ ︒同時に︑高橋尚子に言い及ぶにあたり﹁きわめて無駄の い足取りとほとんど上下動のない疾走フォームのため︑一方の脚が舗装路に触れた きにはもう一方のシューズの裏側が後続ランナー は見えないくらい なっている﹂と書く時︑著者は傑出したスポツライターであることを自ら証して る︒　
記しておくに値するさらなる特徴は︑著者が各資料を扱うさい︑






り抜いた︒一躍スターとなり﹁一般市民にランニングの愉楽 強く教え込む︑すぐれた競技者 一人 なった﹂
（
p. 105 ）︒谷川は︑






























p. 33–34 ）︑ ﹁東京で
の勝田国民マラソン大会﹂では く﹁茨城で 勝田国民マラソン大会﹂
（
p. 143 ）︒
　
＊本稿の初出は
Japan Review
 31 （
2017 ）に掲載された英文テキストである︒
